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(57)【要約】
【課題】カテーテルを患者の体内に植え込んだ時に、そ
のカテーテルの周りの状態を測定するためにセンサ組立
体を着脱自在にカテーテルに連結するさまざまな方法お
よび装置を提供すること。
【解決手段】ある実施形態では、カテーテルの少なくと
も一部に着脱自在に連結されるように構成したアンテナ
を内部に有するハウジングを含むモジュラーセンサ組立
体を設ける。ハウジングは、そのハウジングを貫通する
開口を有する閉ループとすることができる。カテーテル
を患者の体内に植え込んだ時に、そのカテーテルの周り
の状態を測定するために一つあるいは複数のセンサをア
ンテナに連結できる。ある実施形態では、ハウジングを
カテーテルの遠位端に着脱自在に連結するように構成で
き、ハウジングの開口を、カテーテルを収容するように
構成できる。アンテナはハウジングに配置したループと
することができる。
【選択図】図１Ａ



(2) JP 2009-28528 A 2009.2.12

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カテーテルとともに用いるモジュラーセンサ組立体において、
　前記カテーテルの少なくとも一部に着脱自在に連結されるように構成されたアンテナを
内部に有するハウジングであって、前記ハウジングを貫通する開口を有する閉ループであ
る、ハウジングと、
　前記カテーテルが患者の体内に植え込まれたときに前記カテーテルの周囲の状態を測定
するために前記アンテナに連結された、一つあるいは複数のセンサと、
　を具備する、組立体。
【請求項２】
　請求項１に記載の組立体において、
　前記ハウジングは、前記カテーテルの遠位端に着脱自在に連結するように構成されてい
る、組立体。
【請求項３】
　請求項２に記載の組立体において、
　前記ハウジングの前記開口は、前記カテーテルを収容するように構成されている、組立
体。
【請求項４】
　請求項１に記載の組立体において、
　前記アンテナは、前記ハウジング内に配置されたループである、組立体。
【請求項５】
　請求項１に記載の組立体において、
　前記ハウジングは、前記ハウジングから前記カテーテルに沿って延びる脚部を含み、
　前記脚部は、前記ハウジングに連結された近位端、および前記一つあるいは複数のセン
サを収容する遠位端を有する、組立体。
【請求項６】
　請求項１に記載の組立体において、
　前記一つあるいは複数のセンサは、前記ハウジング内に位置する、組立体。
【請求項７】
　請求項１に記載の組立体において、
　前記一つあるいは複数のセンサは、前記患者の頭蓋内圧を測定する圧力センサを含む、
組立体。
【請求項８】
　請求項１に記載の組立体において、
　前記一つあるいは複数のセンサは、前記患者の身体の体温を測定する温度センサを含む
、組立体。
【請求項９】
　請求項１に記載の組立体において、
　前記一つあるいは複数のセンサで測定されたデータを取り出すために前記ハウジング内
の前記アンテナと通信するように構成された、リモート・モジュール、
　をさらに具備する、組立体。
【請求項１０】
　請求項９に記載の組立体において、
　前記リモート・モジュールは、電力を前記センサへつなぐために前記アンテナと通信す
るように構成されている、組立体。
【請求項１１】
　請求項９に記載の組立体において、
　前記リモート・モジュールは、前記アンテナと無線通信する、組立体。
【請求項１２】
　患者の体内の状態を測定するためのモジュラー・システムにおいて、
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　前記患者の体内の液流を調整するための弁装置であって、前記弁は前記弁から延びるカ
テーテルを有し、前記カテーテルは、前記弁に装着するように構成された第１端部、液体
を取り込むように構成された第２端部、および前記カテーテル内で液体を運ぶための、前
記第１の端部と前記第２端部との間に延びるチャンネルを有する、弁装置と、
　前記弁装置の周りの状態を測定するために前記カテーテルに着脱自在に連結された、セ
ンサ組立体と、
　を具備する、モジュラー・システム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のシステムにおいて、
　前記センサ組立体は、一つあるいは複数のセンサ、およびアンテナを内部に有するハウ
ジングを含む、システム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のシステムにおいて、
　前記ハウジングは、前記ハウジングを貫通する開口を有する閉ループであり、
　前記開口は、前記カテーテルを前記開口に通して収容するように構成されている、シス
テム。
【請求項１５】
　請求項１３に記載のシステムにおいて、
　前記センサ組立体は、前記一つあるいは複数のセンサから測定値を読み取るためのリモ
ート・モジュールをさらに含む、システム。
【請求項１６】
　頭蓋内圧を検出する方法において、
　弁組立体をユーザーの皮膚下に植え込むステップであって、前記弁組立体はカテーテル
を含み、また前記カテーテルに着脱自在に連結されたセンサ組立体を有する、ステップと
、
　前記センサ組立体を使って前記カテーテルの周囲の圧力を測定するステップと、
　リモート・モジュールを使って前記センサ組立体により測定された前記圧力を読み取る
ステップと、
　を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【開示の内容】
【０００１】
〔発明の背景〕
　水頭症は、脳室内に脳脊髄液(CSF)が異常に蓄積することにより生じる神経学的症状で
ある。CSFは主として脈絡叢で作られ、脳と脊髄を取囲んでいる透明で無色の液体である
。CSFはたえず脳の脳室系を循環し、最終的には血流に吸収される。CSFは脳と脊髄の保護
を助ける役割をしている。CSFは脳と脊髄を浮かせているので、保護クッションあるいは
「ショック・アブソーバー」となり中枢神経系に対する損傷を防ぐ。
【０００２】
　小児と成人が罹患する水頭症は、脳内におけるCSFの正常な排出がなんらかの原因で遮
断されることにより発症する。そのような排液遮断は、例えば遺伝性素因、脳内あるいは
頭蓋内出血、髄膜炎などの感染症、頭蓋骨損傷などを含む数多くの原因により生じる。CS
Fの流れが遮断されると、脈絡叢で作られるCSFの量と血流へのCSF吸収率とのバランスが
くずれ、脳への圧力が高まり、その結果脳室が膨張する。
【０００３】
　水頭症は、CSFを溜めるリザーバーあるいはCSFの流れを分流するシャント・システムを
外科的に挿入して治療できる。リザーバー（Rickhamリザーバーは周知のものである）は
、CSFを抜き取るために頭蓋内に挿入されたカテーテルとともに通常頭蓋骨の外側、しば
しば皮膚の下に植え込まれる。通常、医師は脳圧を下げるために、皮下注射針を使って皮
膚およびリザーバーのカバーを通してリザーバーから脳脊髄液を抜き取ることができる。
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シャントは同じような働きをするが、リザーバーの場合のようにCSFを溜めるのではなく
、CSFを脳室から排液バッグに、あるいは循環系の一部としてCSFを吸収できる体の他の部
位に分流する。シャント・システムにはさまざまな機種があるが、機能的な構成部品とし
ては同じようなものを使っているのが通常である。これらの構成部品としては、頭蓋骨に
開けた穿孔を通じて患者の脳室内に導入し植え込む脳室内カテーテル、CSFをその最終的
な排出部位にまで運ぶ排液カテーテル、さらにオプションとして、脳室から排出部位への
CSFの一方向流量を調整して脳室内圧力を正常に維持する流量制御メカニズム、例えばシ
ャント弁がある。
【０００４】
　水頭症の治療において共通する一つの問題は、患者のCSF圧の測定が難しいことである
。この問題の解決法の一つは、例えばPenn等の米国特許第6,731,967号におけるように圧
力測定のためにセンサを植え込むことである。CSF圧はこの方法で測定できるが、シャン
トあるいはリザーバーと組み合わせて使う場合にはつづいて医療器具を植え込む必要があ
る。他の方法では、例えばMauge等の米国特許出願第200-0211944号におけるように圧力セ
ンサを内蔵したシャントをそのセンサが脳脊髄液内に通じるように植え込むことを伴う。
そのような装置は十分機能するが、圧力測定装置をシャントと組み合わせることで装置が
高価になり、そのような組み合わせを適用できる装置は少ない。
【０００５】
〔発明の概要〕
　本発明は、センサ組立体を着脱自在にカテーテルに連結して患者の体内に植え込んだカ
テーテルの周囲の状態を測定するさまざまな方法および装置を提供する。ある実施形態で
は、前記装置はカテーテルと組合せ使用するモジュラーセンサ組立体を備えることができ
る。前記センサ組立体は、カテーテルの少なくとも一部に着脱自在に連結するように構成
されたアンテナを収容するハウジングを含むことができる。前記ハウジングは、このハウ
ジングを貫通する開口を有する閉ループとすることができる。前記カテーテルを患者の体
内に植え込んだ時にそのカテーテルの周りの状態を測定するために、一つあるいは複数の
センサを前記アンテナに連結できる。ある実施形態では、前記ハウジングを前記カテーテ
ルの遠位端に着脱自在に連結するように構成することができ、前記ハウジングの前記開口
はカテーテルを収容するように構成することができる。前記アンテナは前記ハウジング内
に配置されるループとすることができる。
【０００６】
　前記センサ組立体の前記センサは、前記ハウジングに対して様々な位置に位置付けられ
ることができる。ある実施形態では、前記ハウジングは前記ハウジングからカテーテルに
沿って延びる脚部を有することができ、前記脚部は前記ハウジングに連結された近位端と
前記一つあるいは複数のセンサを収容する遠位端とを有する。他の実施形態では、前記一
つあるいは複数のセンサを前記ハウジング内に位置させることができる。これらのセンサ
を使ってカテーテルのまわりのさまざまな状態を測定することができる。例えば、前記一
つあるいは複数のセンサは、患者の頭蓋内圧を測定するための圧力センサ、あるいは前記
患者の体温を測定するための温度センサを含むことができる。
【０００７】
　前記センサ組立体は、前記一つあるいは複数のセンサで測定したデータを取り出すため
に前記ハウジング内の前記アンテナと通信するように構成したリモート・モジュールも備
えることができる。前記リモート・モジュールは、電力を前記センサへつなぐために前記
アンテナと通信するように構成できる。前記リモート・モジュールはさまざまな方法、例
えば無線で前記アンテナと通信できる。
【０００８】
　患者の体内の状態を測定するためのモジュラー・システムも提供され、前記システムは
患者の体内の液流を調整するための弁装置を備えることができる。前記弁は、この弁から
延びるカテーテルを有することができ、前記カテーテルは前記弁に装着するように構成さ
れた第１端部、液体を取り込むように構成された第２端部、前記カテーテル内で液体を運
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ぶための、前記第１の端部と第２端部との間に延びるチャンネルとを有する。前記システ
ムはまた前記弁装置の周りの状態を測定するために前記カテーテルに着脱自在に取り付け
たセンサ組立体を備えている。前記センサ組立体は、一つあるいは複数のセンサと、アン
テナを収容しているハウジングとを含むことができる。前記ハウジングは、このハウジン
グを貫通する開口を有する閉ループとすることができ、前記開口はその全長にわたって前
記弁装置の前記カテーテルを収容するように構成されている。前記センサ組立体は前記一
つあるいは複数のセンサから測定値を読み取るためのリモート・モジュールをさらに含む
ことができる。
【０００９】
　本発明は、カテーテルの周囲の状態の測定、例えば頭蓋内圧の検出方法も提供するもの
で、ある実施形態では前記方法はセンサ組立体を着脱自在に装着したカテーテルをユーザ
ーの皮膚下に植え込むステップと、前記センサ組立体を使って前記カテーテルの周囲の圧
力を測定するステップと、リモート・モジュールを使って前記センサ組立体による測定圧
力を読み取るステップとを含むことができる。ある実施形態では、前記センサ組立体は一
つあるいは複数のセンサと、アンテナを内部に有するハウジングとを含むことができ、前
記一つあるいは複数のセンサは前記アンテナに連結されている。前記ハウジングは、前記
カテーテルをその中に通して収容するように構成できる、そのハウジングを貫通する開口
を有する閉ループとすることができる。前記センサは、前記ハウジングに対してさまざま
な位置に位置付けられることができる。ある実施形態では、前記ハウジングは、前記ハウ
ジングから延びる脚部を有することができ、前記脚部は前記ハウジングに連結された近位
端と前記一つあるいは複数のセンサを収容する遠位端とを有する。他の実施形態では、前
記一つあるいは複数のセンサを前記ハウジング内に位置させることができる。前記リモー
ト・モジュールは、前記センサ組立体と無線通信を含むさまざまな方法で通信することが
できる。
【００１０】
　本発明は、添付図面を参照して以下の詳細な説明を読めばより完全に理解されるであろ
う。
【００１１】
〔発明の詳細な説明〕
　本明細書に開示の装置および方法の構成、機能、製法および使用の原則の総体的な理解
を得るために、いくつかの例示的な実施形態を述べる。これらの実施形態の一つあるいは
複数のものは添付図面に示されている。当業者は、本明細書に特に述べまた添付図面に示
した装置及び方法は本発明を限定することのない例示的な実施形態であり、また本発明の
範囲は特許請求の範囲によってのみ定められることを理解するであろう。ある一つの例示
的な実施形態について示しあるいは述べた特長は他の実施形態の特長と組み合せることが
できる。そのような変形および変更は本発明の範囲内に含まれることが意図される。
【００１２】
　リザーバーあるいはシャント・システムに着脱自在に連結できるセンサ組立体に適用す
るさまざまな例示的な方法および装置を提供する。センサ組立体には、一つあるいは複数
のセンサとこれらセンサに連結されたアンテナとを有することができる。センサおよびア
ンテナはコネクターによる連結を含む、さまざまな方法で連結できる。センサは患者の体
内においてセンサ周囲の状態を測定するように構成でき、またアンテナは測定値をリモー
ト・モジュールに伝えるように構成できる。
【００１３】
　図１Ａ～図１Ｂは、カテーテルと組み合わせて患者の体内に植え込まれたカテーテルの
周囲の状態を測定するセンサ組立体のある例示的な実施形態を示す。図１Ａ～図２に示す
ように、センサ組立体１０は、内部に配置されたアンテナ１４（図ではハウジング１２内
に破線で示す）を有しているハウジング１２と、アンテナ１４に連結されたセンサ１８と
を通常含む。
【００１４】
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　ハウジング１２とアンテナ１４は、カテーテルに着脱自在にできればどのような形状お
よび大きさにもすることができるが、ある実施形態では以下により詳細に述べるように、
ハウジング１２とアンテナ１４はともにカテーテルを収容するための、その中を貫通する
開口を有する閉ループとすることができる。ハウジング１２は、ステンレス鋼および医用
プラスチックを含む植え込み医療器具に適する生体適合性材料で形成されることができる
。アンテナ１４もさまざまな形状を有することができるが、ある例示的な実施形態ではア
ンテナ１４はコイル状の構成を有する。特に、図１Ａ～図２に示すように、アンテナ１４
はほぼ円形のコイルに形成されている。コイル状にすると、アンテナ１４が図５に示す無
線周波遠隔計測装置３０などの外部装置と通信できる。
【００１５】
　センサ１８は、ハウジング１２に対してさまざまな位置に位置付けられることができる
。図１Ａ～図１Ｂに示す例示的な実施形態では、ハウジング１２は、このハウジングから
延びる脚部１６を含むことができ、脚部１６はハウジング１２と連結した近位端１５ｐと
、センサ１８を収容できる遠位端１５ｄとを有することができる。脚部１６はセンサ１８
の配置が容易になるならばどのような大きさおよび形状にすることができるが、通常はそ
の遠位端１５ｄ内に配置されたセンサ１８を有する細長い円筒である。脚部１６は、コネ
クター２４がセンサ１８をハウジング１２内に位置するアンテナ１６に連結できるように
その全長に沿って延び、その脚部を通る中空部を有することができる。脚部１６は、セン
サ１８をその周囲の状態を測定する位置に置くのに必要な長さにすることができる。脚部
１６は、カテーテルの全長の一部に沿うようにハウジング１２から延びることができる。
【００１６】
　脚部１６は、患者の体内に置く位置に応じて可撓性あるいは剛性のものとすることがで
きる。例えば、脚部１６は、可撓性であってよく、シャントのカテーテルと並行して患者
の脳の脳室を含む体腔に挿入するように構成されることができる。脚部１６はまた、剛性
であってよく、脳の柔組織などの高密度な体組織に挿入するように構成されることもでき
る。脚部１６はいろいろな材料で形成可能である。しかし、ある例示的な実施形態では脚
部１６を可撓性のある生体適合材料で形成している。使用に適した材料としては、例えば
シリコーン、ポリエチレンおよびポリウレタンなどのポリマー類が含まれる。さらに、脚
部１６はその配置を非侵襲性の撮像装置を使って確認できるように放射線を透さない材料
(radio-opaque material)で形成されることもできる。センサ１８を内蔵した脚部１６を
測定が必要な体内のどの部位にでも挿入可能なことは当業者には分かるであろう。図２に
示すセンサ組立体の他の例示的な実施形態では、センサをセンサ組立体２０のハウジング
２２内に配置できる。さらに、センサ１８自体をコネクター２４でハウジング１２および
アンテナ１４に繋いだまま別個に植え込むためにカプセルに入れることができる。センサ
は、センサ組立体のハウジング内のアンテナに連結できさえすれば、ハウジングに対して
さまざまな方法で、またさまざまな位置で内蔵されることができることは当業者には分か
るであろう。
【００１７】
　ほぼ全ての種類のセンサをセンサ組立体と共に用いてカテーテルを取囲む環境における
いろいろな状態を測定することができる。ある実施形態では、センサはカテーテル周囲の
外部環境の圧力、例えば患者の脳の脳室内におけるCSFの圧力を測定するように構成され
た圧力センサとすることができる。例示的な圧力検出チップがZimmer等の米国特許第5,32
1,989号、Zimmer等の米国特許第5,431,057号およびBoedecker等のヨーロッパ特許第1 312
 302号に（チップと通信するためのアンテナとともに）図示され記載されており、これら
特許のいずれも参照されて本明細書に組込まれる。さらに他の実施形態においては、セン
サは圧力測定を行う環境の温度を測定するように構成した温度センサを含むこともできる
。当業者は、センサ組立体のセンサはどのようなタイプのセンサでもよく、またセンサ組
立体に患者体内のさまざまな状態を測定するために任意の数のセンサを内蔵できることが
分かるであろう。
【００１８】
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　センサ組立体はさまざまな方法でリザーバーあるいはシャント・システム（通常は弁シ
ステム４０）に着脱自在に連結可能である。ある例示的な実施形態では、センサ組立体１
０は弁システム４０を患者の体内に植え込む前に弁システム４０に連結することができる
。一般に、弁システム４０は直角あるいはRickham型水頭症弁(hydrocephalus valve)であ
る。弁システムは、脳脊髄液をリザーバー４４に取り出すために患者の脳室内に植え込む
カテーテル４２を備えている。リザーバー４４は、さらに排出管４６を含むことができ、
その排出管はさらにインライン弁（図示せず）に接続できる。センサー・ハウジング１２
は、頭蓋骨上に植え込むためにRickham弁の既存の形状構成を利用してリザーバー４４の
基部を支えることができる。センサ１８は、弁システム４０を挿入するのと同じ脳室アク
セス穴を通して植え込むことができ、あるいは別のアクセス穴を使うこともできる。これ
によって、一体化センサ‐弁装置(combined sensor-valve device)の高さが僅かに増すが
、植え込みは簡単でまた、上述のようにして、センサ機能を多くの通常市販されている水
頭症弁システムに付け加えることができる。
【００１９】
　他の例示的な実施形態においては、センサ組立体１０はカテーテルの植え込みに先だっ
て患者に植え込むことができる。センサ組立体のハウジング１２が丁度カテーテルの遠位
端の近位端側に位置してカテーテルとセンサ組立体が着脱自在に連結できるまでカテーテ
ルをハウジング１２の開口を通して挿入して植え込むので、カテーテルをセンサ組立体１
０に連結できる。
【００２０】
　さらに他の実施形態を図４に示す。この実施形態では、ハウジング１２を患者の骨５４
に開けた穿孔(burr-hole)５２内に植え込む。直角弁４０は、リザーバー４４、排出内腔
４７およびカテーテル挿入口(catheter input)４２とともに基部５０を含む。ハウジング
１２は、基部５０の下面に対応する傾斜上面と、基部５０上のカテーテル挿入口４２に対
応するハウジング１２の中央開口とを含む。このようにして、穿孔５２はハウジング１２
を保持する大きさと形状にすることができ、弁組立体４０を直接ハウジングに結合して一
体化検出弁システムを形成できる。
【００２１】
　ある実施形態では、センサが測定した状態を外部のリモート・モジュールに送るように
アンテナを構成することができる。リモート・モジュールは、無線あるいは有線通信を始
めとしてさまざまな方法でセンサ組立体から情報を受信することができる。リモート・モ
ジュールとアンテナとの間の通信は、図５に示すように無線が好ましい。これにより、リ
モート・モジュール３０に接続するために外部構成部品を患者の体内から突出させること
なくセンサ組立体１０を完全に患者の体内に植え込むことができる。リモート・モジュー
ル３０はハウジング１２内のアンテナ１４の近くに位置付けてセンサ組立体１０のセンサ
１８で得た情報を取り出すことができ、また電力をセンサ１９につなぐことができる。リ
モート・モジュール３０を位置付けることができる範囲は変えることができるが、ある例
示的な実施形態ではリモート・モジュール３０がアンテナ１４と無線通信できるようにリ
モート・モジュール３０をアンテナから２０～５０ｍｍの位置に位置付けることができる
。
【００２２】
　ある実施形態では、上述したセンサ組立体をシャント・システムとともに用いて患者の
脳内に植え込むことができる。使用時には、シャント・システムのカテーテルは患者の脳
室内に位置付けられることができ、センサ組立体とシャント・システムの弁を患者の頭皮
のすぐ下に位置付けることができる。センサ組立体のハウジングからカテーテルの周囲の
領域内に延びるセンサ、例えば圧力センサは患者の脳内のカテーテル周囲の脳圧を測定で
きる。リモート・モジュールは、ハウジングに配置されたアンテナの近くに位置付けてア
ンテナと通信し患者の脳室内の測定圧力を得ることができる。センサ組立体を脳室内に配
置したシャント・システムのカテーテルに着脱自在に連結すると述べたが、センサ組立体
はどのような弁やカテーテル・システムにも着脱自在に連結して患者の体内の他のさまざ
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まな位置および他の様々な装置内に配置できることを当業者は理解するであろう。
【００２３】
当業者には、上述の実施形態に基づいて本発明のさらなる特長および利点が分かるであろ
う。従って、本発明は添付の特許請求の範囲で示すこと以外に図示し記述したものにより
限定されることはない。本明細書に引用したすべての刊行物および引例は参照によりそれ
ら全体が明確に本明細書に組み入れられる。
【００２４】
〔実施の態様〕
（１）カテーテルとともに用いるモジュラーセンサ組立体において、
　前記カテーテルの少なくとも一部に着脱自在に連結されるように構成されたアンテナを
内部に有するハウジングであって、前記ハウジングを貫通する開口を有する閉ループであ
る、ハウジングと、
　前記カテーテルが患者の体内に植え込まれたときに前記カテーテルの周囲の状態を測定
するために前記アンテナに連結された、一つあるいは複数のセンサと、
　を具備する、組立体。
（２）実施の態様１に記載の組立体において、
　前記ハウジングは、前記カテーテルの遠位端に着脱自在に連結するように構成されてい
る、組立体。
（３）実施の態様２に記載の組立体において、
　前記ハウジングの前記開口は、前記カテーテルを収容するように構成されている、組立
体。
（４）実施の態様１に記載の組立体において、
　前記アンテナは、前記ハウジング内に配置されたループである、組立体。
（５）実施の態様１に記載の組立体において、
　前記ハウジングは、前記ハウジングから前記カテーテルに沿って延びる脚部を含み、
　前記脚部は、前記ハウジングに連結された近位端、および前記一つあるいは複数のセン
サを収容する遠位端を有する、組立体。
（６）実施の態様１に記載の組立体において、
　前記一つあるいは複数のセンサは、前記ハウジング内に位置する、組立体。
（７）実施の態様１に記載の組立体において、
　前記一つあるいは複数のセンサは、前記患者の頭蓋内圧を測定する圧力センサを含む、
組立体。
（８）実施の態様１に記載の組立体において、
　前記一つあるいは複数のセンサは、前記患者の身体の体温を測定する温度センサを含む
、組立体。
（９）実施の態様１に記載の組立体において、
　前記一つあるいは複数のセンサで測定されたデータを取り出すために前記ハウジング内
の前記アンテナと通信するように構成された、リモート・モジュール、
　をさらに具備する、組立体。
（１０）実施の態様９に記載の組立体において、
　前記リモート・モジュールは、電力を前記センサへつなぐために前記アンテナと通信す
るように構成されている、組立体。
（１１）実施の態様９に記載の組立体において、
　前記リモート・モジュールは、前記アンテナと無線通信する、組立体。
（１２）患者の体内の状態を測定するためのモジュラー・システムにおいて、
　前記患者の体内の液流を調整するための弁装置であって、前記弁は前記弁から延びるカ
テーテルを有し、前記カテーテルは、前記弁に装着するように構成された第１端部、液体
を取り込むように構成された第２端部、および前記カテーテル内で液体を運ぶための、前
記第１の端部と前記第２端部との間に延びるチャンネルを有する、弁装置と、
　前記弁装置の周りの状態を測定するために前記カテーテルに着脱自在に連結された、セ
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　を具備する、モジュラー・システム。
（１３）実施の態様１２に記載のシステムにおいて、
　前記センサ組立体は、一つあるいは複数のセンサ、およびアンテナを内部に有するハウ
ジングを含む、システム。
（１４）実施の態様１３に記載のシステムにおいて、
　前記ハウジングは、前記ハウジングを貫通する開口を有する閉ループであり、
　前記開口は、前記カテーテルを前記開口に通して収容するように構成されている、シス
テム。
（１５）実施の態様１３に記載のシステムにおいて、
　前記センサ組立体は、前記一つあるいは複数のセンサから測定値を読み取るためのリモ
ート・モジュールをさらに含む、システム。
（１６）頭蓋内圧を検出する方法において、
　弁組立体をユーザーの皮膚下に植え込むステップであって、前記弁組立体はカテーテル
を含み、また前記カテーテルに着脱自在に連結されたセンサ組立体を有する、ステップと
、
　前記センサ組立体を使って前記カテーテルの周囲の圧力を測定するステップと、
　リモート・モジュールを使って前記センサ組立体により測定された前記圧力を読み取る
ステップと、
　を含む、方法。
（１７）実施の態様１６に記載の方法において、
　前記センサ組立体は、一つあるいは複数のセンサ、およびアンテナを内部に有するハウ
ジングを含み、
　前記一つあるいは複数のセンサは、前記アンテナに連結されている、方法。
（１８）実施の態様１７に記載の方法において、
　前記ハウジングは、前記ハウジングを貫通する開口を有する閉ループで、
　前記開口は、前記カテーテルを前記開口に通して収容するように構成されている、方法
。
（１９）実施の態様１７に記載の方法において、
　前記ハウジングは、前記ハウジングから延びる脚部を有し、
　前記脚部は、前記ハウジングに連結された近位端、および前記一つあるいは複数のセン
サを収容する遠位端を有する、方法。
（２０）実施の態様１７に記載の方法において、
　前記一つあるいは複数のセンサは、前記ハウジング内に位置する、方法。
（２１）実施の態様１６に記載の方法において、
　前記リモート・モジュールは、前記センサ組立体と無線通信を用いて通信する、方法。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１Ａ】内部に配置されたアンテナ、およびハウジングから延び遠位端に配置されたセ
ンサを有する脚部を備えたハウジングを有するセンサ組立体の一実施形態の側面図である
。
【図１Ｂ】図１Ａに示すセンサ組立体の斜視図である。
【図２】アンテナおよび内部に配置されたセンサを備えたハウジングを有するセンサ組立
体の他の実施形態の側面図である。
【図３】弁、およびカテーテル組立体に着脱自在に連結した図１Ａ～図１Ｂに示すセンサ
組立体の側面図である。
【図４】センサ、および弁組立体の他の実施形態の断面図である。
【図５】患者の体内に植え込んだセンサ組立体と、センサ組立体のアンテナと通信するリ
モート・モジュールの斜視図である。
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